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出席者は記録者が印を付ける。
＜要注目患者様ケース検討＞

・久保　興介様～不穏状態続いている。易怒性や粗暴性ないものの、眼光の鋭さ、布教活動をしている。臨時薬ジプレキサ(5)1T、4日分処方されている。

＜伊藤Dr診察＞

・清川　恵　様～便が硬いと本人訴えている。排便状況を一週間経過観察行っていく。臨時薬タスモリン(1)2T→3Tへと変更となっている。

・小笠原文人様～躁転していたことは自覚しているとのこと。眠気が強いと本人話している。次に躁転した際、周りに迷惑をかける事無く過ごす事が出来た場合は北病棟への転棟も考えていく。

・大家　勇二様～めまいは軽減されてきているとの事。不安感も少ない。PSWが介入し、柿の木苑を見学にいく予定。臨時薬は継続処方。

・水梨　礼子様～妄想発言多く、幻聴の訴えもあり。臨時薬は継続処方となっている。

・鳴瀬　裕之様～家族面談を行われている。こだわりが強く薬剤調整を拒否しているが、調整して良くなっていく様であればスタッフ常駐の共同住宅への退院に向け、北病棟移動も視野に入れていくとのこと。緊急時同意書にサイン頂いており、緊急時は当院での対応のみで良いとのこと。

・奈良　治隆様～奥様、職場の上司を交えて面談されている。病状について、考えのまとまりの無さ、意欲の低下、焦りがある事を説明している。理解していても行動が伴わない事があるため、その点を理解した上で仕事して頂く必要がある事も説明している。1～2週間自宅で休養してから簡単な仕事等を進めていく様にとの事。

　　　　　　　　本人は6/1か6/5退院希望しており、30日月曜日までに退院日を決めるように説明している。

＜深澤Dr診察＞

・松谷　和也様～治験開始は1ヵ月後になるとのこと。本人様には同意得られている。詳細決まり次第主治医より説明のため来られるとのこと。

・齋藤　秀子様～仙骨部アズノール軟膏塗布とラップ保護の継続指示が14日分あり。

・大里　光子様～臨時薬同内容にて14日分処方となる。

・山下　幸子様～本日13時退院。頓服については「たまに飲むから」と処方希望あった為、不穏時）レキソタン(5)、リスパダール(1)2ml各10回分処方している。

＜深澤Dr患者退院支援委員会＞

· 佐々木　睦子様～ＡＤＬのレベルを落とさず、今の状態からのＡＤＬ拡大をしていく。

· 齋藤　秀子様～ＡＤＬレベルの低下をさせない。臥床傾向なため離床を促して行く。

· 松谷　和也様～グループホームを検討していく。グループホーム退院までは時間がある　　　　　為治験を行っていく。

· 高山　英佐様～かきのき苑への退院を目処としていく。

・

